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1 失敗をおそれていては、何も身につかない。失敗から学ぶことこそが、上達へのいちば

んの近道なのだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 失敗から学ぶことが上達への近道だ イ上達には近道がある

ウ 練 習しなくても上達できる エ 失敗は絶対にしてはいけない こたえ 

2 同じ物語でも、読む人によって思いえがく景色はちがう。読書は、想像する力を育てて

くれる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 想像は役に立たない イ物語はみな同じに見える ウ 読書は想像する力を育てる

エ本は読まないほうがよい こたえ 

3 身の回りが整っていると、探し物の時間が減り、心も落ち着く。整理整頓を毎日の習 慣

にしたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 散らかっていても平気だ イ 整理整頓を習 慣にしたい ウ 整理は時間のむだだ

エ 習 慣は変えられない こたえ 

4 本を読むと、行ったことのない場所や、昔の時代のことを知ることができる。読書はわた

したちの世界を広げてくれるのだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 読書は世界を広げてくれる イ本は高いので図書館で借りるべきだ ウ 旅行に行くべきだ

エ 昔の時代はよかった こたえ 
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5 どんなに小さな一歩でも、続けることで大きな力になる。今日できることを、こつこつ積

み重ねていきたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アこつこつ続けることが大きな力になる イ 努力は続かない ウ小さな一歩は意味がない

エ一度に大きくやるべきだ こたえ 

6 丁寧な言葉づかいは、相手を大切にする気持ちを伝える。場面に合った言葉を選びたいも

のだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アていねいさは不要だ イいつも同じ言葉でよい

ウ場面に合ったていねいな言葉を選びたい エ 言葉づかいは気にしなくてよい

こたえ 

7 新しいことに挑 戦すると、初めはうまくいかない。だが、その一歩が自分の世界を広げ

てくれる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 挑 戦する一歩が自分の世界を広げる イ初めから完ぺきにできる ウ 世界は広がらない

エ 挑 戦はしないほうがよい こたえ 

8 むずかしい問題ほど、解けたときの喜びは大きい。すぐにあきらめず、じっくり考えぬく

ことが大切だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 考えてもむだだ イむずかしい問題はさけるべきだ ウすぐ答えを見るべきだ

エあきらめずじっくり考えぬくことが大切だ こたえ 
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9 よくかんで食べると、消化がよくなり、味わいも深まる。急がず ゆっくり食べることを

大切にしたい。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

アよくかんでゆっくり食べることを大切にしたい イ 早く食べるほうがよい

ウかむ必要はない エ食事は関係ない こたえ 

10 言葉は使うほどに身についていく。間違いをおそれず たくさん話すことが、上達へのい

ちばんの近道だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア上達に練 習はいらない イ話さないほうがよい ウ間違えてはいけない

エ間違いをおそれず話すことが上達への近道だ こたえ 

11 うまくいかないときこそ、やり方を見直すよい機会だ。失敗を振り返ることで、次の一歩

が見えてくる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 失敗を振り返ることが次につながる イやり方は変えなくてよい

ウすぐあきらめるべきだ エ 失敗は見ないほうがよい こたえ 

12 人にはそれぞれ、得意なことも苦手なこともある。違いを認め合うことで、みんなが力を

出せる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 違いを認め合うことが大切だ イみんな同じであるべきだ ウ 違いは悪いことだ

エ 苦手な人は必要ない こたえ 
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13 その日の出来事を短くでも書き留めると、自分の変化に気づける。振り返りは、次の一歩

を助ける。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア変化には気づけない イ 振り返りはむだだ ウ 振り返りが次の一歩を助ける

エ書き留める必要はない こたえ 

14 相手の話を 最後まで聞くことは、意外とむずかしい。だが、よく聞くことがよい話し合

いの第一歩だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア自分だけ話せばよい イ話は聞かなくてよい ウよく聞くことがよい話し合いの第一歩だ

エ話し合いは不要だ こたえ 

15 ごみを減らすことは、一人一人の小さな心がけから始まる。まずは自分にできることから

始めてみよう。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア自分にできることからごみ減らしを始めよう イ小さな心がけには意味がない

ウごみは国だけが減らすものだ エごみは減らせない こたえ 

16 同じ景色でも、見る人の心のもちようで 美しくも さびしくも見える。ものの見方は一つ

ではない。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア景色はいつも同じに見える イ見方はみな同じだ ウものの見方は一つではない

エ美しさは決まっている こたえ 
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17 知らない言葉に出あったら、その場で辞書を引く。この習 慣が、確かな言葉の力を育て

てくれる。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 言葉の力は育たない イ分からない言葉は放っておいてよい

ウ 辞書を引く習 慣が言葉の力を育てる エ 辞書は必要ない こたえ 

18 日本は水が豊かに見える。しかし、実際に使える水は限られている。水を大切に使うこと

を心がけるべきだ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア水を大切に使うべきだ イ水は使うほどよい ウ水道の水は飲めない

エ日本には水が無限にある こたえ 

19 しっかり眠った日は、頭がすっきりして学習もはかどる。じゅうぶんな睡眠は、学びの

土台だ。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア睡眠は関係ない イ寝る時間はけずるべきだ ウじゅうぶんな睡眠は学びの土台だ

エ 夜ふかしがよい こたえ 

20 あいさつや ありがとうの一言は、お金がかからない。それでいて、回りを明るくする大

きな力を持っている。

筆者がいちばん言いたいこと(要旨)は?

ア 言葉に力はない イあいさつや感謝の言葉には大きな力がある ウ黙っていたほうがよい

エお金をかけるべきだ こたえ 
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こたえ　しょう6 こくご「文章の 要旨・筆者の 主張」 その2

1  ア 失敗から学ぶことが上達への近道だ

2  ウ 読書は想像する力を育てる

3  イ 整理整頓を習慣にしたい

4  ア 読書は世界を広げてくれる

5  ア こつこつ続けることが大きな力になる

6  ウ 場面に合ったていねいな言葉を選びたい

7  ア 挑戦する一歩が自分の世界を広げる

8  エ あきらめずじっくり考えぬくことが大切だ

9  ア よくかんでゆっくり食べることを大切にし

たい

10  エ 間違いをおそれず話すことが上達への近道

だ

11  ア 失敗を振り返ることが次につながる

12  ア 違いを認め合うことが大切だ

13  ウ 振り返りが次の一歩を助ける

14  ウ よく聞くことがよい話し合いの第一歩だ

15  ア 自分にできることからごみ減らしを始めよ

う

16  ウ ものの見方は一つではない

17  ウ 辞書を引く習慣が言葉の力を育てる

18  ア 水を大切に使うべきだ

19  ウ じゅうぶんな睡眠は学びの土台だ

20  イ あいさつや感謝の言葉には大きな力がある


